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研究成果の概要（和文）：製品の生産技術が多数の企業により別々に特許化されることによってこの製品の生産
が困難になる「特許の藪」の解決策として，これらの特許をまとめてライセンスするパテントプールの形成があ
る。しかしながら，必要なすべての特許を含むプールは実際には形成されないことが多い。本研究では，まずこ
れまでのナッシュ均衡などに基づいた分析ではこのようなプールは形成されないことを理論的に明らかにし，新
たに先見的安定集合に基づく企業行動を取り入れたプール形成のメカニズムを提案し，必要なすべての特許を含
むプールが形成されることを理論的に明らかにした。さらに，被験者を用いた実験を行うことによりこの理論的
結果の有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：The "patent thicket" that makes it difficult to produce products due to the 
fact that a large number of production technologies needed for production is patented separately by 
many companies has been a serious problem in production economies. As a solution to this problem, 
formation of a patent pool that licenses these patents collectively has been proposed. However, 
pools containing all necessary patents are often not actually formed. In this research, we first 
theoretically clarify that such a pool cannot be formed in the analysis based on the noncooperative 
equilibrium. Then we propose a new pool formation mechanism that incorporates firm behavior based on
 the farsighted stable set. We theoretically clarified that a pool containing all necessary patents 
would be formed if patent holding companies follow the mechanism. Furthermore, the effectiveness of 
this theoretical result was confirmed by conducting experiments using subjects.

研究分野：ゲーム理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，製品の生産そして社会厚生の点からも重要な研究課題となっている，製品の生産技術が多数の企業に
よって特許化されている「特許の藪」を解決するための一つの有力な方法であるパテントプールの形成を扱うも
のである。現実には，生産に必要なすべての特許を含むようなパテントプールは形成されていない。本研究で
は，ゲーム理論，特に従来用いられてこなかった先見的安定集合に基づくパテントプール形成のメカニズムを提
案し，特許所有企業がこのメカニズムに従えば，すべての必要な特許を含むプールが形成されることを理論的に
示すとともに，このメカニズムが実際にうまく機能することを被験者を用いた実験により確認した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 2000年代に入り，製品の高度化，複雑化に伴い，生産技術が多数の企業により特許化さ

れることによって製品の生産が困難になる「特許の藪」や｢アンチコモンズの悲劇｣が大き

な問題となっており，その解決策として企業や研究機関が所有する特許をまとめてライセ

ンスする「パテントプール」の形成が考えられていた。しかしながら，製品の生産に必要

なパテントをすべて包括するプールは，社会的厚生の点からは望ましいものの，実際には

形成されないことが多いことが指摘されていた。プールに関する国内外のそれまでの研究

は，社会的厚生の増大を示すものがほとんどであり，最も望ましいすべての必要な特許を

包括するプールがなぜ形成されないかを明らかにする研究はほとんど行われていなかった。 

 本研究の研究代表者は，平成 20年度から 23年度科学研究費補助金基盤研究（B）「新技

術の生産・流通と特許制度－ゲーム理論による分析」において，パテントライセンスにお

ける企業間の交渉を分析したが，その際，「パテントプールの形成」には，プールに参加

する企業及び研究機関の間の交渉の分析が必要であり，非協力ゲームだけでなく協力ゲー

ムを用いた分析，特に，非協力ゲームと協力ゲームの融合的な解である「先見的安定集合」

による分析が非常に有効であるとの認識を持った。先見的安定集合は，各主体が自分の行

動に対する他の主体の対応を常に考慮しながら行動決定をしていく状況における安定な状

態を与える解であり，他の企業，研究機関の離脱や新規加入を常に念頭に置きながら交渉

を進めていくパテントプール形成の分析には非常に適した解である。 

 そこで，平成 24年度から 27年度の科学研究費補助金基盤研究（B）「拘束力のない合意

の実現可能性について－ゲーム理論による分析」において，先見的安定集合の理論的性質

を詳細に検討するとともに，社会的ジレンマ，非分割財市場，情報財の売買，国際貿易な

ど社会・経済システムのさまざまな問題に適用し，多くの状況において，主体の自発的行

動によりパレート最適な結果が実現されうることを明らかにした。 

 この 2 つの科学研究費における先行研究をベースとして，パテントプール形成の問題に

ついて先見的安定集合を中心に協力ゲームと非協力ゲームとの融合によってより深い考察

を進め，社会的に望ましい必要な技術全てを包括するプールが形成されるための条件の明

確化を行うとともに，そのようなプール形成のための制度の設計を行う研究をスタートし

た。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，「パテントプール」の形成を理論的に分析することであり，必要な技

術すべてを包括するプール形成のための条件を明らかにするとともに，そのようなプール

が自発的に形成されるための制度設計を行う。 

 これまでのパテントプールの分析は，その形成によって社会厚生が改善されるか否かに

焦点を当てたものが多く，社会厚生の上で最も望ましい生産に必要なすべての技術を包括

するプール形成の可能性については明らかにされていない。プール参加企業間の交渉も考



慮した上で，協力ゲームと非協力ゲームを融合した解である先見的安定集合を用いて，全

主体参加のプール形成への制度設計を行うことが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は，研究代表者武藤とこれまでの科学研究費補助金研究等においても共同研究を

行った大和毅彦，河﨑亮（以上，東京工業大学)，上代雄介（関東学院大学），岸本信（千

葉大学），坂東桂介（信州大学）を研究分担者，渡邊直樹（慶應義塾大学），平井俊行（法

政大学）を研究協力者としてとし，以下の各項目について研究を進めた。 

・ 代表的なパテントプールの実態調査 

・ これまでのパテントプール研究の問題点の整理 

・ 動的なパテントプール形成の先見的安定集合を用いた分析とナッシュ均衡など非協力

ゲームの解による分析との比較 

・ 社会的に望ましいパテントプールが自発的に形成されるメカニズムの構築 

・ 被験者を用いた実験によるメカニズムの評価と改良 

 途中 2019 年度の終わりからコロナ禍により，対面による実験が行えず，オンライン実験

による代替などを行ったため，オンライン実験の経験のある福田恵美子（東京工業大学）

が 2021 年度から研究分担者に加わった。2年間の繰越しにより，2022 年度に対面による実

験を行うことができ，研究を完成させることができた。 

 各年度において，研究代表者，研究分担者、研究協力者が、国内外の大学のセミナー、

学会の会議に積極的に参加し、研究成果を発表して情報発信を行うとともに、研究の方向

性、困難な点への対処法などについて、情報収集、情報交換を行った。研究代表者は所属

大学における管理運営業務のため海外の学会に出席することができず，その際には，渡邊

直樹（慶應義塾大学），平井俊行（法政大学）が研究協力者として代理出席し研究発表を

行った。2016年には，九州大学で開催された Asia Pacific Innovation Conferenceにパテ

ントプールの代表的研究者である Joseph Lerner を招待し講演してもらうとともに研究打

ち合わせを行った。また，Graduate Workshop on Game Theory 2016 にパテントの研究

者を招待してディスカッションを行った。 

 各年度における研究方法は以下のとおりである。 

（１）2016 年度 

① MPEG, DVD(3C), DVD(6C), 3GPlatform などの代表的なパテントプールについて，

それぞれの形成の過程，構成メンバー，特許料収入の分配方法などの調査を行った。 

② これまでの非協力ゲームを用いたパテントプール分析の結果をサーベイするとともに

その問題点を整理した。  

③ これまでのパテントプール形成の非協力ゲームモデルを用いた分析結果を，被験者を

用いた実験，計算機実験により検証するための枠組みの構築を行った。 

（２）2017年度 

① 先見的安定集合に基づくパテントプール形成の分析を行い，すべての特許保有者を包



含するようなパテントプールが形成されるための条件を分析した。  

② ①の結果と，従来の非協力ゲームによる分析との比較を行った。  

③ 非協力ゲーム，先見的安定集合による分析を比較し，すべての特許保有者を包含する

ようなパテントプー ルを形成するメカニズムの可能性を理論的に分析した。  

（３）2018年度 

① 2017年度に引き続き，展開形ゲームの枠組みの中でナッシュ均衡，部分ゲーム完全均

衡，そして，先見的安定集合による分析を詳細に行った。 

② ①に基づき，実際に適用可能なメカニズムを設計する基礎として，様々なメカニズム

４の実験のプロセスを構築した。  

（４）2019 年度 

① 先見的安定集合による分析を中心に据え、生産に必要なすべてのパテントを包含する

ようなパテントプールを実現するメカニズムの具体的な設計を行った。  

② ①で設計したメカニズムの有効性を検証するために、被験者を用いた実験，計算機実

験の枠組みを構築した。  

（５）2020-2022年度 

2016 年度から 2019 年度までの分析をもとに，製品の生産のために必要なすべてのパテン

トを包含するようなパテントプールが自発的に形成されるメカニ ズムを設計した。本来な

らば最終年度の 2020 年度に被験者を用いた対面による実験およびそれを基にした計算機

実験を行い，メカニズムの有効性を検証するとともに，それを理論にフィードバックし，

より実効性の高いメカニズムの構築を目指す予定であった。しかしながら，2019年度末か

らの新型コロナの蔓延により対面による実験が不可能となり，繰越しせざるを得なかった。

2021年度には，新たな機器の購入，新たなメンバーの補充を行ってオンラインによる実験

での代替を試みたが，コロナ禍のため被験者が十分に集まらず十分な成果が得られなかっ

た。2022年度に入ってコロナが下火になり夏以降ようやく対面による実験を本格的に実施

することができた。 

 

４．研究成果 

（１）パテントプールの形成のメカニズムとして，各パテントの所有者が同時に参加する

か否かを決定する同時決定，一所有者ごとに順番に参加するか否かを決定する逐次決定の

2つの方法を考え，それぞれ展開形ゲームとして定式化した。 

（２）いずれの方式も非協力ゲームのナッシュ均衡，部分ゲーム完全均衡による分析では，

全員参加のパテントプールは形成されないことを理論的に明らかにした。 

（３）先見的安定集合を適用すると，特許所有者間で提携としての行動を許す場合には，

提携としての行動に強制力がなくとも，いずれの方式においても全員参加のパテントプー

ルが形成されうることを理論的に明らかにした。 

（４）被験者を用いた実験を行い，いずれの方式においても特許所有者全員の参加が実現



されうること，および逐次決定の方が全員参加は実現されやすいことを明らかにした。 

（５）（４）の実験の結果をもとに，先見的安定集合が導き得る社会的に望ましいパテン

トプールの形成を実現するための制度の設計を行った。 

（６）従来の分析は，1 つのパテントプールの形成のみを考えていたが，実際には，競合

する複数のパテントプールが形成されている。そこで，競合する 2 つのパテントプールが

存在するモデルを構築し，1 つのパテントプールの場合に比べ，製品の生産に必要なすべ

ての特許所有者が参加するパテントプールが形成されやすいことを理論的に明らかにした。 

（７）パテントライセンスにおいても，先見的安定集合により特許所有者の利益を最大に

するようなライセンスが達成されることを明らかにし，それを組み入れたパテントプール

形成の制度設計を行った。 
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